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活
に
一

層
適
合

的
な

知
識
・

理

論
・

技
術
体

系
で

あ
る

『

シ

ン

プ
ル

ラ

イ

フ
』

ス

タ

イ
ル

の

構
築
・

確
立
を
は
か
る

事
業
を

行
う

。

ま
た

『

シ

ン

プ

ル

ラ

イ
フ

』

ス

タ

イ

ル

の

国
内

外
一

般
へ

の

教
育
・

交

流
・

提
言
事
業
を

展

開
し

つ

つ
、

…

中
略
…

生

活
の

充
足

度
を

維
持
し

、

健
康
増
進
を
は

か

り、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー
・

省
資
源
を
達
成
さ

せ

…

中
略
…

広
く
全

体
の

利
益

の

増
進
に

貢
献
す
る

こ

と

を
目

的
と

す
る
」

と
い

う
。

つ

ま

り、
「

シ

ン

プ
ル

ラ

イ
フ

」

ス

タ

イ
ル

研
究
・

構
築
を

前
段
と

し、

後
段
は

「

シ

ン

プ

ル

ラ
イ

フ
」

ス

タ
イ
ル

普
及
と

い

う
二

段
階
の

目
標
設
定
に
あ
て、

宗
教

的
（

あ
る

い

は
仏

教
的）

要
素
は
、

「

古

今
・

東
西
の

人
文
・

社
会
思
想

あ
る
い

は
流

行
等
に

あ
ら
わ
れ
た

『
簡
素
な
生
活
」

様
式
」

の

中
へ

括
り

込
む
形
に

整
え
ら
れ

て

い

る
。

要
は
、

活
動
の
一

つ

が
「

簡

素
な
生
活
様

式
探
求
」

で

あ
り、

各
宗

教
の

倫
理
観
や
教
義
は

背
景
と
し
て

扱
わ
れ

、

述
語
そ
の

ま
ま
の

引
用
は

極
力
避
け
ら

れ
る

形
だ
っ

た
と
理

解
で

き
る

。

　
二

　
前

身
と
し

て

の

「

地
球

文
明
シ

ン

ポ
ジ
ウ

ム

ニ

OOO

」

　
こ

の

方
針
は

、

技
術
者
出
身
の

個
性
的
な
一

僧
侶
が

創
め

た

シ

ン

ポ
ジ

ウ

ム

活
動
に

基
づ

く
。

当
該
団
体
の

前

身
は

「

地

球
文

明
シ

ン

ポ
ジ

ウ

ム

．
一
〇

〇

〇
」

（
主
宰
冖

内

藤
歓
風
［

日
蓮
宗］
）

で

あ
り、

二

〇

〇

〇

（
平

成

十
二
）

年
六
月
の

第
一

回
豊
か

さ

シ

ン

ポ

ジ
ウ

ム

で

は

［

充
足
革
命
へ

の

提
言
］

を

謳
っ

て

次
の

よ

う
に

言

う
。

「

二

〇

世
紀
を

支
配
す
る

市
場

経
済
シ

ス

テ

ム

は
、

『

欲

望
』

『

所
有
』

『

個』

を
キ
ー
ワ

ー

ド
に

発

展
し、

そ

の

結
果
今
日
の

地
球
環
境
問
題
の

根
本
原
因
で

あ
る

資
源
多
消
費
の

構

造
を
生

み
出
し
た

。

こ

の

市
場
経
済
シ

ス

テ

ム

の

機
会
費
用
と
し
て

出
現

し
て

き
た

の

が、

『

豊
か

さ
と

幸
福

感
の

乖

離
と

価
値
観
の

欠

落
』

「

公
共

の

場
の

喪
失』

『

時
間
消
費
に

伴
う
家
族
・

地
域

社
会
の

崩
壊
』

で

あ
る

。

今
日
の

持
続

不
可

能
な
社

会
・

経
済
シ

ス

テ

ム

は
、

地
球
環
境
を
破
壊
す

る

前
に

、

人
類
が

築
き
上

げ
た
社

会
シ

ス

テ

ム

自
体
を

破
滅
へ

と

導
き
か

ね
な
い

。

社
会
シ

ス

テ

ム

と
し

て

の

迅

速
な

対
応
を

行
わ

な
い

限
り、

テ

ク

ノ

ロ

ジ
ー

を

中
心
と

す
る

環
境
効
率
革
命
だ

け
で

は

二
一

世
紀
の

人
類

に

未
来
は

な
い
」

。

こ

の

観
点
を

活
か
す
ア

ク

シ

ョ

ン

プ
ロ

グ
ラ

ム

実
現

の

た
め

、

当
該
団
体
の

設
立
に

至
っ

た

も
の

で

あ
る

。

　
＝ 一

法
入
認
証
後
の

シ

ン

プ

ル

ラ

イ

フ

普
及
セ

ン

タ

ー

の

活
動

　
運
動
（

啓
発）

型
NPO

と

し

て

設
立
後
八
年
で

三

十
四

回
の

イ
ベ

ン

ト

を

開
催
し
た
。

内
訳
は
、

十

曜
学
校
シ

ン

プ
ル

ラ

イ
フ

講
座
（
通
例
の

学
習
会
／
年
二

〜
四
回
開
催）

を
こ

れ
ま
で

に

二

十一
．

回
。

生

活
文
化
講

演
会
（
特
例
の

講
演
会
／

年
一

回）

を
八
回

。

市

民
大

学
講
座

（

伊
東
市

の

委
託
事
業）

．

回
。

五

周
年

記
念
シ

ン

ポ
ジ
ウ

ム
一

回。

内

部
学
習
会

を
二

回
。

他
機
関
・

他
団

体
に

事
業
協
力
（
ラ

イ
フ

ス

タ

イ

ル

フ

ォ

ー

ラ

ム

ほ

か）

多
数

。

な
お

土

曜
学

校
・

生
活

文
化
講

演
会
の

学
習
テ

ー

マ

に

つ

い

て

付
言
す
れ
ば

、

環
境
科
学
な
ど
網

羅
・

理

念
的

な
初
期
の

も
の

か

ら
、

老

化
・

健

康
な
ど

個
別
・

具
体
的
話
題
へ

と

遷
移
し
て

い

る
。

現
代
日

本
の

大
学
生
の

モ

ノ

供
養

観
隈

　
元

　
正

　
樹

　

我
が

国
で

は
、

ヒ

ト
に

限
ら

ず、

動
植
物
や
、

無
生

物
（
睡

モ

ノ
）

に

ま
で
、

生

命
や

意
識
の

存
在
を

認
め

、

そ
れ

を

畏
れ、

供
養
し
て

き
た
伝

統
が

あ
る、．

人

形
供
養、

針
供
養、

筆
供
養
な
ど
は

そ
の

代

表
的
な
も
の

で

あ
る
。

近
年
で

も、

そ
れ
は

廃
れ

る

ど
こ

ろ

か
、

パ

ソ

コ

ン

供

養
や

テ

レ

ホ

ン

カ

ー

ド

供
養
に
い

た

る

ま
で
、

次
々

と

新
た

な
対

象
を
加
え
て

お
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り、

全

国
の

社
寺
で

は
、

モ

ノ

供
養
・

感
謝

祭
が
盛
ん

に

行
わ
れ

て

い

る
。

現
代
そ
れ
は
、

環
境
問
題
と
の

関
連
で

も
注

目
さ

れ

る

よ

う
に

な
っ

た
。

本
発
表
で

は
、

現
代
の

若
者
（
大
学
生
）

の

基
底
的
霊

性
（
各
宗
教

団
体
へ

の

所
属
や

自
覚
的

信
仰
の

有
無
・

相
違
に

関
わ
ら

ず、

広
く
共
有

さ
れ

た

宗
教
的
感
性）

を

把
握
す
る

こ

と
を

目
的
と
し

て

お

こ

な
っ

た

質

問

紙
調
査

結
果
を

も
と
に
、

現
代
に

引
き
継
が

れ

る

日

本
的

霊
性
を
明
ら

か
に

し
、

さ
ら

に

自
然
観
と
の

関
連
を

分
析
す
る

こ

と
を

課
題
と

す
る

。

　

質
問

紙
は

、

モ

ノ

の

種

類
（
十
二

種
）

ご

と
に

モ

ノ

供
養
を

す
べ

き
か

ど

う
か、

す
べ

き
と
す
れ
ば

、

そ
の

理

由
は

何
か
を
た

ず
ね
た

。

自
然

観

と

し
て

は
、

自
然
の

美
し
さ
に

「

神
々

し
さ
」

を
感
じ
る

か
ど

う
か、

天

災
に

直
面
し
て

「

い

ま
し
め
」

の

よ

う
な
も
の

を
感
じ
る

か
ど

う
か
を
た

ず
ね
た

。

そ
れ
ぞ
れ

を
個
別
に

集
計
し
た
上、

モ

ノ

供
養
と

自
然
観
を
ク

ロ

ス

集
計
す
る

こ

と

に

よ

っ

て、

両
者
の

関
連
を
明
ら

か
に

し
よ

う
と

し

た
。

調
査
対

象
者
は
、

東
洋
大
学
の

大
学
生
で

あ
り、

統
計
的
サ
ン

プ
リ

ン

グ
は

行
え
な
か
っ

た
。

ま
た

サ
ン

プ

ル

数
の

関
係
で
、

統
計
的
有
意
差

検
定
は

適
切
に

行
え
な
か
っ

た
。

し
た

が
っ

て

本
調
査
の

結
果
に
よ

っ

て

一

般
的
な
命
題
を
導
く
の

は

限
界
が
あ
る
が、

こ

の

よ

う
な
調
査
は
、

管

見
の

限
り、

こ

れ
ま

で

な
か
っ

た

た

め
、

以
後
の

研
究
に

先
鞭
を

つ

け
る

と
い

う
意
味
で
、

一

定
の

価
値
が
あ
る

も
の

と

考
え
る

（

本
調
査
の

設
計

に

あ
た
っ

て

は

西
山

茂
氏
に

負
う
と
こ

ろ

が

大
き
い
）

。

　
ま

ず、

調
査
を
企
画

す
る

に

あ
た

っ

て
、

モ

ノ

供
養
の

四

大
動
機
〔

畏

聖
・

恐
怨
・

礼
別
・

習
慣
）

を

想
定
し
た

。

そ
の

上
で
、

モ

ノ

の

種
類
・

性

質
ご

と
に

、

異
な
る

動
機
が

導
き
出

さ
れ

る

の

で

は
な
い

か
と
い

う
の

が

仮
説
 
で

あ
っ

た
。

そ
し

て
、

自
然

観
と
の

関
連
で

は、

「

神
々

し

さ
」

「

い

ま
し
め
」

を
感
じ

る

グ
ル

ー

プ
は

感
じ
な
い

グ

ル

ー

プ
よ

り、

モ

ノ

供
養
に

積
極
的
で

は

な
い

か
、

と

い

う
の

が

仮
説

 
、

「

神
々

し
さ

」

「

い

ま

し
め
」

を

感
じ

る

グ

ル

ー

プ
は

、

畏
聖
・

恐
怨
が

中

心、

感
じ
な

い

グ

ル

ー

プ
は

礼
別
・

習
慣
が

中
心
と

な
る

の

で

は

な
い

か
、

と
い

う
の

が

仮

説
 
で

あ
っ

た
。

　

調
査
の

結
果、

仮
説．
 
に

つ

い

て

は
、

礼
拝
物
で

は

神
仏
へ

の

畏
れ

11

畏
聖

、

抵
当
品
で

は

念
（
思

い
）

が
タ

タ
ル

ー−

恐
怨

、

身
の

回

り
品
・

仕

事
道

具
で

は
お

礼
や

お

別
れ

の

気
持
ち
11

礼
別
と

い

う
よ

う
に

、

大
部
分

検

証
さ
れ
た
が

、

縁
起
物

供
養
の

理
由
で

は
、

当
初
想

定
し

て

い

た

習
慣

が
そ
れ
ほ

ど
顕
著
で

は

な
か
っ

た
。

調
査
対
象
者
が
首

都
圏
出

身
の

学
生

で

あ
っ

た

と
い

う
制
約
が、

何
ら

か
の

影
響
を
与
え
た
可
能
性
も

考
え
ら

れ
よ

う
。

首
都
圏
で

は
、

環
境
へ

の

配
慮
か
ら
お
焚
き
上
げ
な
ど
は
自
由

に

は

行
え
な
い

か

ら
で

あ
る

。

仮
説
 
に

関
し
て

は
、

「

神
々

し
さ

」

や

「

い

ま
し

め
」

を

感
じ
る

グ

ル

ー

プ
の

方
が

、

感
じ
な
い

グ

ル

ー

プ

よ

り、

モ

ノ

供
養
を
す
べ

き
と

答
え、

評
価
し

て
い

た

こ

と

か
ら、

検
証
さ
れ
た

と

考
え
て

よ

い

。

仮
説
 
に

関
し

て

は
、

一

般
的
な
モ

ノ

供
養
の

理
由
を

た

ず
ね
た

質
問
で

は
、

た

し
か

に

仮
説
の

よ

う
な
結
果
と

な
っ

た
が、

個

別
の

モ

ノ

供
養
の

理
山
と

自
然
観
と
の

関
連
は
、

必
ず
し
も
明
ら
か
に

は

な
ら

な
か
っ

た
。

以
上

が

本
研
究
の

結
論
で

あ
る

。

　

今
後
の

課
題
と

し
て
、

伝
統
的
な
モ

ノ

供
養
観
と

類
似
の

心
性
が
現
代

の

学
生
に

見
ら

れ
た

こ

と
か

ら
、

直
ち
に

基

底
的
霊

性
が
引
き
継
が
れ
て

い

る

と

考
え
て

よ

い

か

と
い

う
問
題
が

あ
る

。

昨
今
の

テ

レ

ビ

を
中
心
と

し
た
メ

デ

ィ

ア
・

ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

リ

テ

ィ

の

影
響
も

考
慮
す
る

必
要
が
あ

ろ

う
。

さ
ら

に

世
代
間
比

較
や

、

諸
外

国
と
の

比

較
を

通
じ
て
、

現
代
的

な
も
の

、

日

本
的
な
も
の

を
明
ら
か
に

し
て

い

く
こ

と

も、

重

要
な
研
究

課
題
で

あ
ろ

う
。
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